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水産海洋地;域研究集会

14.北太平洋生態系のモニタリングとモデリング.

岸 道郎(北大水産)・本野仁嗣(北海道根室支庁)・津田 敦・柏井 誠(北水研)

私は「モデル屋」と呼ばれる分野の仕事をしている.この

仕事は，コンビューターを駆使して海洋における様々な現

象を説明し，また，どういったことを研究調査することが

重要でありそうかを，現場の観測にフィードパックしてい

く，というものである.1モデルは誰もが扱えて，化学屋
は化学屋が，生物屋は生物屋がモデルを自分で自分の研究

にあわせて作っていくのが 理想だし，そうあるべきだ」

という意見もある.たしかに，物理における POM(Prince-

ton Ocena Model)のように，生態系モデルにも「フアツ

シャムモデル (Fashamet al.， 1993)Jとか「中田，岸モデル

(Kishi. M. 1.， K. Nakata and K. Ishikawa (1981))) とかあるが，

これを闇雲に使うのは危険で、ある. POMをそのまま使う

のとは訳が違う(大袈裟にいえば， POMはあくまでも

シュレジンガーの方程式に基づいて作られておりその「解

き方」が問題になるだけであるが，生態系を記述する「式」

にはシュレジンガーの方程式はないので，もとになる式そ

のものが正しいとはかぎらなp).巨大科学(地球科学も

そのひとつ)は分業をしていかなくてはなりたたない.数

値モデルはそういった意味でひとつの「研究分野」であり，

また，モニタリングもある種の研究分野である。

さて，モデルを作るためには問題意識の形成とモデルの

批准が必要です.'Kasai et α1.， (1992)では季節風によるマイ

ワシ稚魚の生き残りを問題意識として掲げているが モデ

ルの批准に稚仔調査は欠かせない.Kawamiya et al.， (1995， 

1997)では乱流混合層の形成と消滅を問題意識として掲げ，

乱流混合層モデルと生態系モデルを結合じてP点の一次生

産をモデル化しているが モデルの批准にはl年を通して

のプランクトンのモニタリング結果は欠かせない.同様の

考えをもとに釧路沖での経年変動モデルを現在作成中であ

るが，これにもモデルの批准にA司lineのデータは欠かせな

い.近年，生態系モデルは、沿岸域のような小さなスケー

ル，黒潮域のような中規模スケール，海洋大循環のような

大きなスケールで 1real time simulationJが一種のはやりで

ある. 1天気予報のように実際の日付にそった予報ができ
ることJ，あるいは過去の 11993年6月18日にxxで起こっ

た赤潮をその前に遡って再現できることJ11992年3月l

図1.PICES prototypeの生態系モデルの概念図.
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データが欠かせない. real time simu¥ationにはモデjしを検

証するデータ (validationdataという)と ，初期条件にする

デー久，計算途中で‘結果を修正するためのデータ(assimト

lation dataという)が必要で、ある.近年，海洋物理の分野

ではこういった概念が広まり モデル屋と観測屋とのあい

だで連携が行われるようになって ，vaIidationとassimila-

tionのためにいろいろなデー タがとられるようになった.

第64巻水必海洋研究

Akkeshi Lineのモデリング .鉛直一次元モデル (Kawamiya

et al.， 1995. 1997)を用いて厚岸A-lineの一点での生態系モ

デルを作成した.‘生態系モデルはKKYSモデルの動物プラ

ンクトンと植物プランクトンを大小2つに分割したモノ

(図 1)である.モデルの境界条件は，海面では気象庁月

報から読みとった旬平均水温を境界条件として与え，また，

塩分は気候値を与える.風は釧路のアメダスデータをその

まま用いた.生態系のコンパートメントは海面フラックス

がO.300m深で‘は水温，塩分，栄養塩などは年聞を通じ

て一定の値を与える.そして 1990-何年までの年変化を混

合層モデルを用いて計算したのが図2である.詳細な議論

は論文に譲るとして，動物プランクトンの上下移動によっ

て春季ブルーミングが大きな植物プランクトン(珪藻に相

当)から小さな植物プランクトン(渦鞭毛藻に相当)に移

る様子，および，冬季のミキシングの大小によって春季ブ

ルーミングの大小が変化する様子がよく見てとれる.この

モデルは fPICESモデル」として今後売り出す予定のもの

である.
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図2. 1990-96年の厚岸Lineの一 点での ~Hi直一次元モデルによる各

コンパートメントのH寺空間変化(品YiJ/!11Iは各年での l月l日から

の日r'J'.縦'1'111は深さ 111).上から鉛直拡散係数(IOcm2s-1以上
の部分にハッチ).NO)-N. PS (小さな他物プランクトン 目渦
帆毛深に相当)ー PL(大きな植物lプランクトン:庄穏に相当)。
ZS (小さな動物プランクトン)， ZL (大きな動物プランク ト
ン Neocalanusに相当し，季節的に上下移動する.モデルでは
41'1に上回へやってきて.8 flに|到外下!留に潜る).

日-8日の yyでのクロロフィルの連続観測|での時空間変化

を再現してその原因を説明できることjといった具合であ

る.

Kawamiya et a/. (1996)は岩手県大槌湾の 1990年の春季の

連続観測を説明するモデルを作っているが，これにもモニ

タリングが欠かせないものになっている. Yoshimori et al. 

( 1995)は三陸沖の 1990. 91. 92年の春季ブルーミングに

ついてのタイミングを説明するモデルを作って Realtime 

simulationをしているが ，これの批准には CZCSの海色
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